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はじめに

　私は2007年度から教科教育法社会や公民を
担当してきたが，毎時間，時事問題についての
発表を学生にさせてきた。そのねらうところは，
社会科や公民科の教員になろうと志す者，現実
に起こっている時事的な社会事象に興味・関心
を持ち，自分の考えをきちんと述べられること
は欠かせない資質であると考え，少しでもその
きっかけになればとの思いに立つものであっ
た。
　2012年度はその発表を一歩進め，中学校社
会科公民的分野の授業を行うにおいて，発表し
た内容を教材化していくことを課す試みを行っ
てみた。まだ実践途上であるが，受講学生が，
例年に比し時事問題への興味・関心が高くなっ
たのはもとより，学習指導案づくりや模擬授業
において創意工夫がみられる実感があるので，
学生の実践を中心に紹介してみることとした。
　

Ⅰ　時事問題と教材化の意義

１　学習指導要領と時事問題
　中学校学習指導要領社会科公民的分野の目標
は４項目から成り立っている。時事問題を扱う
意義はそのすべてに関わってくる。その中でも
特に（２）民主主義の意義，国民の生活の向上
と経済活動とのかかわり・・・（中略）・・・社
会の諸問題に着目させ，自ら考えようとする態
度を育てる。

（４）現代の社会的事象に対する関心を高め，
様々な資料を適切に収集，選択して多面的・多
角的に考察し・・・・（以下略）　はまさに時事
的な諸問題を扱う意義を表しているといえる。1）

２　「意欲的な学び」と教材
　私も関与した横浜市立中学校教育研究会社会
部会が2005年度の全国大会で「意欲的な学び
の追究」を発表している。その中で「意欲的な
学び」を促す教材の要素として，ア，子どもが
身近に感じるもの　イ，解いていくプロセスが
味わえるもの　ウ，子どもの作品などが取り入
れられているもの　をあげている。時事問題を
扱うこととの関連でいえばとくにアの要素が関
連してくる。
　子どもが「身近に感じるもの」をもう少し詳
しくいえば「身近で起きていること」「話題性
があること」「同世代の話」などがあげられるが，
時事問題はそれに結びつく場合が多い。もちろ
ん扱いに工夫をすれば，上記のイやウの要素も
満たすものとなる。2）

３　大学生，中学生の実態
　それでは授業を行う大学生と，授業の対象者
である中学生の時事的な社会事象を捉える実態
はどのようであろうか。簡単なアンケートを実
施してみた（大学生７月中学生１２月実施）。

　大学生（神大社会科教員志望者３年生２４人）
　中学生（横浜市立Ａ中３年生３６人）
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　結果の数字は大学生，（　）内が中学生

１　時事的な二ユースをどのくらいチェッ
クしていますか

　①　毎日　７人　（１５人）　　
　②　週３，４回　１３人　（１２人）
　③　週１回　３人　（４人）
　④　なし　１人　（５人）
２　時事的な二ユースを一番得ている情報
手段は何ですか

　①　新聞　２人　（１人）
　②　テレビ　１１人　（３５人）
　③　インターネット　１０人　（０人）
　④　雑誌　０人　（０人）
　⑤　その他　スマホ１人　（０人）
３　新聞をとっていますか（家で）
　①　いる　１５人　（２２人）
　②　いない　９人　（１４人）　
４　テレビニュースをどれくらい見ますか
　①　毎日　７人　（２０人）
　②　週３，４回　１１人　（１２人）
　③　週１回　２人　（１人）
　④　見ない　４人　（３人）

　ここでは紙面の関係上詳しい分析には入らな
いが，今の一般的な大学生，中学生の状況を表
した資料になっていると考えられる。時事問題
を教材化するにあたってはこの状況を踏まえた
上で実践に入る必要がある。

Ⅱ　教材化の手順

　以下のア→イ→ウ→エ→オの手順を踏んだ。
即ち，取り上げる→試す→作成する→応用する
→実践と検証　の順である。
　ア　時事問題の発表（取り上げる）
　①　発表方法　
　　一人１５分以内　毎回授業の最初
　②　テーマ　
　　一か月以内の公民的内容の時事問題から
　③　発表内容
　　・テーマ設定理由・説明分析・考察

　　・授業のどんな場面でどのように使うか
　④　配布資料
　　・Ａ４，２枚以内
　⑤　発表後
　　・評価票記入・質疑応答・講師の批評
　イ　時事問題の教材とそれに適した指導方法

を組み合わせたミニ模擬授業（試す）
　　・一人８分　・評価票記入
　ウ　学習指導案づくり（作成する）
　　留意事項
　　・時事問題教材を入れたものを作成する
　　・その時事問題教材が指導要領のどの単元

で使えるか吟味する
　　・必要あらば追加教材を考える
　　・この教材にあわせた効果的指導方法を考

える
　エ　夏季休暇中に二本目の学習指導案を作成

する（応用する）
　　　これについては，あえて時事問題の教材

化のしばりは入れず，これまでの学生の学
びがどのように生かされるかをみた。

　オ　後期に模擬授業をする（実践と検証）
　　　作成した学習指導案二本のうち，どちら

かで行う。
　　・受講人数に応じ一人３０分ないし５０分
　　・授業後全員で授業検証

Ⅲ　学生の実践内容

１　時事問題と教材化の実践例　（概説）
　　以下，学習指導要領の大項目を
　（１）私たちと現代社会＝社会
　（２）私たちと経済＝経済
　（３）私たちと政治＝政治
　（４）私たちと国際社会の諸課題＝国際
　　　 と表す。

Ａさん
時事問題・・「英国調査　子どもの水消費差

５０倍」　5月１３日神奈川
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教材化単元・・国際　「南北問題と環境問題」
　新聞資料を読み，気づいたことや感想を出さ
せ，先進国と発展途上国の水消費量の差や背景
に大きな南北格差や偏った資源消費が招く環境
問題の存在を理解させる。→白地図への書き込
みなどで先進国，発展途上国，南北問題の確認
→水問題を取り上げて，先進国，発展途上国に
グループ分けし，主張と解決法を考える。→各
グループの発表を聞き自分の意見を書く。→教
科書を読み「南北問題と環境問題」についてま
とめる。

Ｂさん
時事問題・・「原発決別か依存か」5月6日朝日
教材化単元・・国際　「資源・エネルギー問題」
　２０１０年の日本の発電方法の割合グラフを
見せる。→新聞その他の資料を配布し，原発の
是非についてどんな意見があるか整理した後，
グループで是非について話し合う。→２０３０
年の自分が望む発電方法割合予想を，各自理由
をつけて書く→考えるにあたり，もっと必要だ
と考える資料を発表し，次の調べ学習につなげ
る。

Ｃさん
時事問題・・「蜂の巣論争　負担は誰が」
７月４日朝日　「すぐやる課」松戸市ＨＰ
「千葉市の財政概要」千葉市市勢要覧
教材化単元・・政治　「地方自治と税金」
　「蜂の巣論争」を読み，蜂の巣を誰が処理す
べきか話し合う。→「すぐやる課」と，「千葉
市の財政概要」の紹介→「蜂の巣論争」の解決
方法を考える中で行政がすべきこと，税金の使
い道，地方財政についてなど意見交換を通して
理解を深めていく。

Ｄさん
時事問題・・「さよなら原発１０万人集会」
　　　　　　７月１７日東京他主要紙
教材化単元・・社会　「情報化社会」

　現代社会の特色の一つ情報化を生徒たちの日
常生活体験の中から発表し，社会の変化や発達
を実感させる。→東京新聞他主要各紙の原発
１０万人集会の記事を提示，その扱いの差で気
がつくことを発表させる。→メディアリテラ
シーなど情報化社会で生きる私たちの課題と，
考えなければならぬことを，みんなで出し合
う。

Ｅさん
時事問題・・「Ｔｈｅ　Ｅｃｏｎｏｍｉｓｔ」
　表紙の尖閣列島の写真９月２２日
教材化単元・・国際　「国際社会における国家」
　尖閣列島の写真を提示。どこだろうか予想さ
せる。→尖閣列島の位置を地図で確認させる。
→表題の「Ｃｏｕｌｄ　Ｃｈｉｎａ　ａｎｄ　
Ｊａｐａｎ　ｒｅａｌｌｙ　ｇｏ　ｔｏ　ｗａ
ｒ　ｏｖｅｒ　ｔｈｅｓｅ？」をみんなで訳す
→尖閣で今なにが問題になっているか，この資
料や生徒の発言から確認する。→主権国家，領
域の学習をする。→班ごとに解決法がないか話
し合った後，今後とも自分たちの問題として平
和的な解決に努力していかなければならぬこと
を確認する。

Ｆさん
時事問題・・「総務省発表人口推計。人口

２６万人減」４月１８日　東
京

教材化単元・・社会　「少子高齢化」
　高齢者の割合が高い都道府県ランキングを模
造紙で提示，何のランキングか理由をあげて推
測させる。→新聞記事と，「出生数，出生率の
推移」「年齢別人口構成と変化」のグラフを読
み取り，少子高齢化社会の現状を知る。→グ
ループで少子高齢化社会の課題と解決策を考え
発表しあう。

Ｇさん
時事問題・・「東京スカイツリー開業」５月
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２２日以降のインターネット
記事

教材化単元・・政治「地方自治と地域の活性化」
　東京スカイツリーに関わる話題を自由に出
させる。→インターネット資料を参考に開業
以来，周辺の地域がどのように変化したか，良

かった点，悪かった点に分けてあげさせる。→
自分たちにとって活気ある住みやすい地域の要
素を書き出させる。→具体的な学校の近くの町
を取り上げ，より住みやすく活気あるものにす
るプランをグループで話し合いポスターセッ
ションを行う。

２　学習指導案例
　注　指導案中＊印は私の指導で一部書き換えた部分
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朝日新聞　2012年５月５日（土）より
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東京新聞より

①

③

②

④
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Ⅳ　まとめ

１　実践後の学生の主な感想
・テレビや新聞のニュースに関心が高まり，授
業での教材化を考えるようになった。
・時事的なニュースのほとんどが公民的分野の
授業とつなげられると感じた。
・時事的な問題の内容を自分がよく理解しなけ
れば，教えることは難しいと感じた。
・リアルタイムな問題は生徒も興味・関心を示
すであろうと確信した。
・幅広く情報を捉え，多面的・多角的な視点で
考え，自分なりの意見を持つことの大切さを感
じた。
・たくさんの情報や意見の中で生徒に何を伝え
るべきか難しさを感じた。
・忙しさの中で，毎日，新聞をチェックするよ
うになったことが最大の収穫だった。
・社会が刻々と変化する中で，諸問題に対して
敏感に考えていく必要と難しさを感じた。
・インターネットからだけでなく，他のメディ
アからも情報を得るべきだと感じた。
・社会科の授業は世の中の動きに直結している
ことを改めて思った。
・すべてのニュースが中学生向きに書かれてい
るわけでなく，難しくても伝えたいことを上手
に伝える方法を考えねばならない。
・新聞記事も教材化の視点から見ると主観的な
意見が入っているものもあり，教育効果を上げ
るには工夫も必要と気づいた。
・生徒にとって身近で，わかりやすく，伝わり
やすい記事とは何だろうといつも考えていた。
・多くの資料の中で，記事の信ぴょう性，分か
りやすさなど情報選択の力が試される。
・これまで自分が時事問題に興味・関心を持っ
ていなかったことを痛感した。
・時事的な問題は常に変化していくので，毎日
のチェックが大事だと感じた。

２　見えてきた成果と課題
①　成果
・時事問題に関する関心が高まった。
　先に示したアンケート結果は発表途中のもの
であり，その後の学生の変化を読み取れるもの
ではない。しかし，事後の感想や授業時の話題
に，不十分ではあるが確実に関心の高まりを感
じることができるようになった。
・教材化の楽しさを体得しつつある。
　日常的に教材化の視点を持って時事的な社会
事象を捉え，その楽しさを感じられる学生が増
えている。先の教材化例のＡ，Ｃ，Ｄ，Ｅさん
や，指導案例１　Ｈさんの資料は１級資料と評
価できる。また，指導案例２のＩさんは夏季休
暇中継続して教材化を追いかけたことがうかが
える。しばりをかけなかった二本目の指導案に
ついて，多くの学生が時事的な問題を教材化し
たことにも表れている。
②　課題
・教材内容の吟味，選択の重要性の認識
　この単元で自分は何を教えたいのか，そし
て，生徒たち自身が「もっと学びたい」「追究
したい」と考えるのに適した教材なのかという
視点が今一歩である。高みを望むなら，単元を
貫き，社会的事象の本質が浮き彫りになるよう
な教材なのか吟味する視点が欲しい。刻々と変
化する教材の難しさはあるが。
・教材化の工夫
　時事問題を教材化するとき，中学生にそのま
ま与えると難しいことが多い。中学生の実態に
あわせ，加工したり，いくつかの情報を組み合
わせたり，視聴覚機材を活用するなど，多面
的・多角的な考察ができ，わかる授業に結びつ
く創意工夫がもっと必要である。
・教材を生かす方法，評価の組み合わせ
　今回，せっかくの時事問題教材が指導法の未
熟さで生かし切れなかった例があった。当たり
前であるが，その教材を最も効果的に生かす指
導法や評価法を組み合わせて初めてよりよい授
業づくりとなる。
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３　今後の展望
　学生についていえば，時事問題を題材にした
教材づくりの一方法の経験が，４年次の教育実
習や教員採用試験時，あるいはその先に役立つ
ことを期待したい。この手法を応用，発展させ
ることで，少なくとも教材といえば教科書しか
浮かばない授業からの脱却に役立つことを期待
する。
　私については，限られた時間のなかで，見え
てきた課題をどのように学生に伝えていくかも
含め，より有効な実践を今後も追究していきた
い。

注
１）中学校学習指導要領解説　社会編
　　平成２０年　文部科学省
　　日本文教出版
２）全国中学校社会科教育研究大会
　　横浜大会紀要　平成１７年度
　　横浜大会の大会主題は「意欲的な学びの追
究」であり，材・方法・評価の視点からの研
究であった。




